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発表の構成

圧倒的な時間短縮効果

リニア山梨県駅の位置付け

リニア環境未来都市の創造

実現に向けた取り組み



リニア中央新幹線の時間短縮効果

１

人と情報の交流密度が飛躍的に向上

東京都心から約25分
(名古屋から約４０分）
国際空港からのアクセス向上
中京圏・関西圏からの新たな軸



圏域人口：4,646万人

（60分圏：604万人）

■60分圏
■120分圏

出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング作成

リニア山梨県駅

リニア名古屋開業時の時間圏

[リニア山梨県駅起点、鉄道＋道路]
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リニア中央新幹線の経済効果

出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング作成

３

経済効果（便益）の広がり 単年度便益トップ１０

世帯あたり便益トップ１０



リニア駅周辺の都市規模

中間駅で唯一県庁所在地に
設置されるのが山梨県駅

自動車30分圏には本県人口
の約6割が居住

４

リニア駅30分圏人口

約50万人

（人口密度）
■高■中■低

リニア中央新幹線

中央自動車道



リニア山梨県駅の位置
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リニア中央新幹線と幹線道路

６

下部温泉早川ＩＣ

オリンピック開催までに
完成を目指す主な事業

凡例

高速自動車国道・
地域高規格道路

（道路種別）

リニア開業までに完成
を目指す主な事業

今後検討を要する主な事業

富士吉田西桂ＳＩＣ

山梨県社会資本整備重点計画（Ｈ27.12）資料より

リニア山梨県駅



リニアの開業効果が最初に発現する場所であり、山梨らしさを最大限に生かしながら、先導的
な取り組みを実践し、環境との共生や新たなライフスタイルが展開される都市

産業に活力をもたらし、住む人に潤いを、訪れる人に山梨らしさを提供することができる緑豊
かで美しい都市

国内外から人々が集まり、人的・経済的・文化的交流が行われるエリアとして情報発信するこ
とで、新たな交流が更なる交流を生むという好循環を繰り返しながら、リニア開業後も含む将
来にわたる時間軸の中で成長する都市

リニア環境未来都市の創造に向けて

≪環境との共生≫

自然エネルギーの活用やエネルギー
の効率的な利活用、新たな景観の形
成など、環境にやさしく、自然景観
を生かした生活や産業の展開

≪新たなライフスタイルの展開≫

豊かな自然環境と大都市の利便性を
享受する豊かで潤いのある生活や多
様な働き方の実現

７

リニア環境未来都市整備方針（平成２９年３月策定）

＜基本理念＞



リニア開業効果を
県内全域に波及

させるための
取り組みの展開

（駅近郊）

リニア環境未来都市創造会議
メンバー：有識者、県内経済団体、関係市町、県 等

（県内全域）

先導的な
取り組み
の展開

５つの視点

観光交流

エネルギー

景 観

産 業

定 住

（駅周辺）

コンベンション機能を有する交流施設､産業振
興に資する施設や駅前広場、緑地などの詳細を
検討

⇒駅周辺整備基本計画の策定

豊かな自然環境のもと、
国内外から多くの人々が集う

の形成を目指す

「リニア山梨県駅」＝「世界に開かれた交流拠点」

地元住民等

意見交換世界動向、先進事例等
に精通した著名な方

｢リニア開業後も含む
将来にわたる時間軸の中

で成長する都市｣を目指し
て､定住の促進や産業の

振興など､民間主導に
よるまちづくりを推進

【リニア環境未来都市】

リニア環境未来都市の創造に向けて

８

検討体制



リニア駅周辺と駅近郊の立地状況

中央自動車道、新山梨環状道
路の基幹道路、JR身延線な
ど、交通ネットワークが充実

工業団地、病院、スポーツ公
園など、産業・生活関連施設
が立地

９

○河川、里山、田園など豊かな水と緑に囲まれたエリア



リニア駅周辺と駅近郊の立地状況

１０



全国初の高速道路と新幹線が直結する立地環境

エリア名 面 積 備 考

交通エリア 14.0 ha
駅北口交通広場､P&R等含む
（中央自動車道本線部分除く）

観光交流・
産業振興エリア

10.5 ha
駅南口交通広場､
緑地やイベント広場等含む

【 合 計 】 24.5 ha (リニア駅､本線部分を除く)

豊かな自然環境のもと､
国内外から多くの人々が集う
「世界に開かれた交流拠点」

の形成を目指す

交通結節機能

情報発信機能

インフォメーション機能

宿泊機能

飲食・物販機能

コンベンション機能

広場公園機能

公共的機能

交流機能

産業振興機能

研究開発機能

オープンイノベーション（交流）機能

情報発信・ゲートウェイ機能

人材育成機能

サービス提供機能

【導入機能】

１１

【駅周辺】



県内交通ネットワークの整備

リニア開業効果を
県内全域で最大限享受

主要幹線道路等の整備によ
るリニア駅３０分アクセス
圏域の拡大

（目標:人口カバー率72.5％）
リニア駅と甲府駅を結ぶ必
要な道路の整備と速達性・
定時性・利便性等を備えた
交通システムの構築
県内バス交通ネットワーク
の再編・整備

１２



定住の促進と新たなライフスタイルの展開

１３

山梨のポテンシャル リニア開業に向けた
新たな視点や取り組み

新しい
価値

大都市圏にない良好な住環境を提供
東京で働き山梨に住む、余暇活動の充実、自然と触れ合う機会の増加、子
育てや介護への対応、高齢者の居場所の創出など、様々なライフスタイル
にあった暮らし方を実現

・短縮される時間価値
大都市圏や海外からの時間距離

・最新技術を活用したスマートシティ
５Ｇ、ＡＩ、ＩｏＴ、自動運転、オープンデータ

・エネルギー・環境
脱炭素化、自立分散型、最適化（ｽﾏｰﾄﾎｰﾑ）

・働き方改革
テレワーク、サテライトオフィス

・高齢者の社会参画
アクティブシニアのコミュニティ化

(多摩大学と南アルプス市の連携)

・優れた交通アクセス
リニア、中部横断道、圏央道

・四季の豊かな自然環境
富士山、南アルプス、名水の地

・都市と田舎の近接
身近に田園や果樹地帯

移住人気全国トップクラス

・子育て・教育環境の充実
待機児童ゼロ、保育料無料化、

少人数学級、子どもの心のケア

・健康寿命日本一
男女とも1位（H25）



１４

山梨のポテンシャル

新しい
価値

未来のものづくりをリードする戦略拠点の形成
リニア駅を中心に「ヒト・モノ・情報のクロスポイント」の中核となる拠
点を形成し、戦略的な産業の集積、県内産業をリードする人材の育成、イ
ノベーションを通じた起業の競争力の強化などを積極的に推進

新たな産業や機能の集積

・優れた交通アクセス
リニア、中部横断道、圏央道

・機械電子産業の集積
ロボット、半導体製造装置

・全国有数の果樹栽培
ぶどう、もも、すももの生産量１位

・伝統的な地場産業
ワイン、ジュエリー､織物、印章、和紙

・クリーンエネルギー先進県
日照時間日本一、森林や豊富な水

・ビジネスチャンスの拡大
中京圏・関西圏、海外とのアクセス向上

・データ駆動型社会への対応
５G、ＡＩ、ＩoＴ、ビッグデータ

・イノベーションの創出
大学や県内外の研究機関との連携

・多様な起業・創業の活性化
インキュベーション施設の整備、

オープン・イノベーションの場の確保

・新事業展開の促進
燃料電池、医療機器、アグリテック

リニア開業に向けた
新たな視点や取り組み



１５

山梨のポテンシャル

新しい
価値

魅力を生かした多様なツーリズムの推進
県内各地の魅力的な観光資源を活用した山梨ならではのツーリズムの開発
を進める中で、リニア駅を起点、終点とする周遊型・滞在型観光を推進

・世界遺産富士山
日本を代表する国際観光地

・四季の豊かな自然環境
南アルプス､八ヶ岳､名水の地

・優れた交通アクセス
リニア、中部横断道、圏央道

・伝統的な地場産業
ワイン､ジュエリー､織物、印章、和紙

・魅力的な文化芸術
ミレーの美術館、武田神社、恵林寺

・果樹園が織りなす農村景観
日本遺産や日本農業遺産

・短縮される時間価値
大都市圏や海外からの時間距離

・富士北麓地域への新たな玄関口
富士山へのアクセス

・外国人旅行者の更なる取込
アジア圏の経済成長

・県内全域への誘客
ワインリゾートなど県内周遊

・最先端技術の活用
自動運転、ＡＩ、ビッグデータ

地域資源を生かした多様な観光の展開

リニア開業に向けた
新たな視点や取り組み



対流型首都圏の構築に向けた取り組み
①広域交流拠点の形成
②国際的な観光コンテンツと、

広域観光周遊ルートの創出
③都市・農山村対流の強化
④関連インフラの整備

（首都圏広域地方計画PJ4-5より）

駅周辺整備に対する財政支援

高規格幹線道路等の整備に向けた支援
（中央道小仏トンネル付近渋滞対策、新山梨環状道路北部区間など）

リニア開業を見据えた広域交流拠点の形成
首都圏西部は、

自然、歴史、文化、食など、
多様な地域資源を有するエリア

リニア山梨県駅を中心として、
東京圏とそれぞれの地域が、

高速交通ネットワーク等で結ばれる

１６



リニア実験線と南アルプス


